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道

元

と

フ

ィ
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テ

の
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」
に

つ

い

て

笠

井

貞

道
元
禅
師

(1
2
0
0
-
1
2
5
3

)
と
ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ

・
フ
ィ
ヒ
テ

(1762
-1
8
1
4)
と
は
、
時
代
や
環
境
を
異
に
す
る
思
想
家
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
道
元
に
お
け
る
法
と
自
己
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
お
け
る
神
と
自
己
と

の
関
係
を
中
心
に
対
比
し
て
、
両
思
想
の
特
徴
を
よ
り
明
瞭
に
認
識
す

る
手
掛
り
の
一
つ
と
し
た
い
と
思
う
。

道
元

の
見
解
は
大
略
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
人
間
は
現
実
に
お
い
て

は
、
我
欲
名
利
に
繋
縛
さ
れ
た
自
己
で
あ
る
。
無
明
の
た
め
に
貧

・
瞑
・

痴
な
ど

の
煩
悩
が
あ
る
。
吾
我

・
我
執
を
捨
離
す
る
に
は
観
無
常
が
第

一
の
心
得

で
あ
る
。
諸
行
無
常

・
刹
那
生
滅
で
あ
り
、
自
己
は
無
常
で

あ
る
。
観
無
常
が
菩
提
心
の
根
源
と
な
る
。
菩
提
心
は
自
未
得
度
先
度

佗

の
心
で
あ
る
。
仏
教
の
縁
起
説
の
系
譜
を
引
く
道
元
に
お
い
て
、
人

聞
の
構
成
は
五
纏
に
よ
り
、
五
纏
皆
空
で
あ
る
か
ら
、
自
己
は
空

・
無

実
体
で
あ
り
、
不
変
な
自
我
統

一
で
は
な
い
。
道
元
に
お
け
る
仏
法
と

自
己
と

の
関
係
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
自
己
を
中
心
に
考
え
て
、
仏
道

を
修
証
す
る
の
は
迷
い
で
あ
る
。
万
法
を
外
か
ら
見
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
自
己
を
忘
れ
て
、
万
法
の
方
か
ら
進
ん
で
自
己
を
修
証
す
る
時
、

そ
こ
に
悟
り
の
世
界
が
開
か
れ
る
。
仏
に
成
る
真
理
の
道
を
習
う
と
い

う
こ
と
は
、
自
己
と
は
何
か
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
来
的
自
己

を
究
明
す
る
と
い
う
の
は
、
対
象
化
さ
れ
実
体
化
さ
れ
た
自
己
を
自
己

の
本
質
と
錯
誤
し
、
そ
れ
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
我
執
的
自
己
を
滅
却

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
己
即
仏
、
生
仏
不
二
を
究
明
す
る
こ
と

で
あ
る
。

こ
れ
が
仏
法
に
随
う
こ
と
で
あ
る
。
不
幸
の
根
源
と
な
る
我

執
的
自
己
の
否
定
が
悟
り
で
あ
る
。
人
が
法
を
求
め
る
時
、
心
の
外
に

求
め
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
自
己
の
心
を
内
に
向
け
て
も
、
自
己
を

対
象
的
に
見
て
い
る
の
で
は
、
真
の
自
己
で
は
な
い
。
法
が
自
己
に
明

確
に
証
得
さ
れ
る
こ
と
、
人
法
不
二
と
な
る
こ
と
が
、
即
ち
本
来
的
自

己
の
発
現
で
あ
る
。
法
と
は
人
間
存
在
そ
の
も
の
の
法
則
で
あ
る
と
同

時
に
宇
宙
法
則

で
あ
る
。
法
は
真
理
で
あ
り
、
真
理
を
説
く
仏
の
教
え

で
あ
り
、
更
に
真
理
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
万
物
で
あ
る
。
自
己

と
、
自
己
を
包
む
万
物
は
心
で
あ
り
、
心
は
縁
起
そ
の
も
の
で
あ
る
。

悟
り
と
は
、
般
若
に
よ
り
、
縁
起

・
空
の
真
理
を
覚
る
こ
と
で
あ
る
。

般
若
は
戒
と
定
と
に
基
い
て
成
立
す
る
。
道
元
に
お
い
て
、
ひ
た
す
ら

-822-



自
己
即
ち
身
心
を
仏
法
に
投
げ
捨
て
て
、
無
所
得
の
行
、
不
染
汚
の
行

を
修
す
る
所
に
、
直
ち
に
悟
り
が
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
修
証

一
等
で

あ
る
。
日
常
生
活

の
一
切
の
行
為
も
修
で
あ
り
、
自
己
を
捨
て
た
修
行

は
証
の
上

で
の
修
行
で
あ
る
か
ら
証
を
待
つ
必
要
は
な
い
。
仏
と
は
不

染
汚
の
行
を
行
ず
る
我

々
の
自
己
に
外
な
ら
な
い
。
仏
は
必
ず
仏
と
し

て
の
行
を
日
常
の
行
為
に
実
現
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
行
仏
で
あ
る
。

要
す
る
に
道
元
に
お
け
る
自
己
と
は
、
ま
ず
慮
知
念
覚
と
し
て
の
自
己
、

即
ち
意
識
的
自
己
で
あ
る
。

そ
し
て
大
乗
仏
教
の
立
場
か
ら
身
心
は

一

如
と
す
る
。
ま
た
我
執
か
ら
の
脱
却
に
よ
り
自
他
不
二
で
あ
る
。
世
界

か
ら
孤
立
し
た
自
己
は
な
く
、
自
己
か
ら
孤
立
し
た
世
界
は
な
く
依
正

不
二
で
あ
る
。
行
仏
と
し
て
の
仏
そ
の
も
の
が
自
己
で
あ
り
、
生
仏
不

二
の
自
己
本
来
の
面
目
を
悟
る
所
に
仏
と
同
死
同
生
が
実
現
す
る
。
こ

う
し
て
本
来
的
自
己
と
し
て
の
仏
と
法
は

一
如
で
あ
る
。
行
持
に
休
み

も
終
り
も
な
い
。
人
間
本
具
ハ
の
清
浄
な
自
由
な
仏
性
は
、
行
ず
る
我

々

の
自
己
に
現
成
す
る
。
仏
性
は
、
万
人
の
一
体
性

・
共
同
性

・
平
等
性

の
根
拠
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
は
次

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
真
実
の
生
活
で
な
い
仮
象

の
生
活
は
、
不
断

の
転
変

で
あ
り
、
絶
え
ず
生
成
と
消
滅
と
の
間
を
さ

ま
よ
い
、
不
断

の
変
化
に
よ
つ
て
引
き
裂
か
れ
て
い
る
。
単
な
る
仮
象

の
生
活
は
、
無
常
性
に
お
け
る
無
常
な
も
の
を
愛
そ
う
と
試
み
る
。
こ

の
よ
う
な
生
活
は
必
然
的
に
空
虚
な
、
悲
惨
な
、
不
幸
な
も
の
で
あ
る
。

有
限
で
停

い
何
物
も
自
己
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い

の
で
あ

る
。

フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
、
自
己
と
は
何
で
あ
る
か
。
私
は
私
自
身
に

よ
つ
て
生
成
し
た
の
で
は
な
い
。
私
は
私
の
外

の
他
の
力
に
よ

つ
て
現

実
化
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
自
己
自
身
に
よ
つ
て
限
定
さ
れ
た
自
然
力

の
、
宇
宙
に
よ
つ
て
限
定
さ
れ
た
表
示
で
あ
る
。

に
も
拘
ら
ず
私
自
身

は
独
立
で
あ
り
、
他
に
お
い
て
、
他
に
よ
つ
て
で
な
く
、
私
自
身
と
し
て

或
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
欲
す
る
。
さ
て
精
神
的
な
も
の
、
純
粋
知
性

と
、
物
体
界
に
お
け
る
こ
の
身
体
と
は
、
全
く

一
で
あ
り
同

一
で
あ
る
。

更
に
宗
教
的
な
眼
で
洞
察
す
れ
ば
、
自
己
は
神

と
結
合
し
て
い
る
。

そ

し
て
自
己
の
周
囲
に
見
る
も
の
は
、
自
己
と
結
合
し
て
い
る
。
神
と
人

間
の
同

一
性
が
、
万
人
の

一
体
性

・
共
同
性

・
平
等
性
の
根
拠
と
な
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識
学
に
お
い
て
は
、
世
界
の
、
或
は
存
在
の
根
源
で

あ
る
概
念
は
、
神
の
像
な
の
で
あ
る
。
概
念
は
、
絶
対
的
に
自
由
な
、

現
実
的
な
力
で
あ
る
。
自
我
は
概
念
を
有
し
、
概
念
に
お
い
て
主
観
的

に
直
観
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
し
て
自
己
の
単
な
る
存
在
に
よ
つ
て
、

概
念
に
お
け
る
多
様
な
も
の
の
総
合
的
統

一
な

の
で
あ
る
。
自
我
は
絶

対
的
概
念
の
生
命
だ
か
ら
で
あ
る
。
個
人
的
自
我
は
、
絶
対
的
概
念

の

或
る
制
限
的
形
態
の
現
象
で
あ
る
。
自
我
は
、
自
己
に
単
に
現
象
と
し

て
だ
け
現
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

つ
て
、
独
立
の
存
在
と

し
て
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
己
を
道
徳
的

に
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
自
己
の
能
力
を
信
ず
る
こ
と
は
、
神
の
像
が
ま
だ
そ
の
人
の
内

に
現
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
確
か
な
証
拠
で
あ

る
。
自
己
の
能
力
に
対

す
る
信
は
、
真
の
生
に
対
す
る
反
抗
な
の
で
あ

る
。

道

元

と

フ

ィ

ヒ
テ

の

「
自

己
」

に

つ

い
て
 
(
笠

井

)
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こ
う
し
て
フ
ィ
ヒ
テ
は
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。
真
実

の
生
活

は
、
神

の
内
に
生
き
、
神
を
愛
す
。
真
実
に
生
き
る
と
は
、
真
実
に
考

え
て
、

真
理
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
思
惟
の
最
も
高
い
飛
躍
に
よ

つ
て
だ
け
人
は
神
性
に
到
る
。
永
遠
な
も
の
、
絶
対
者

(神
)
は
、
人
間

の
内
に
存
在
し
、
不
断
に
人
間
を
包
ん
で
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
人
間
が
な

す
べ
き

こ
と
は
、
た
だ
僻
い
も
の
、
無
価
値
な
も
の
を
放
棄
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
こ
で
直
ち
に
、
永
遠
な
も
の
は
、

一
切
の
至
福
と
共
に
そ

の
人
に
来
る
で
あ
ろ
う
。
思
惟
の
厳
し
い
自
己
集
中
、
自
己
省
念
が
、

本
来
的
自
己
に
な
る
、
至
福

の
生
活
に
到
る
た
め
の
条
件
で
あ
る
。

人
間
は
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
れ
ば
、
一
者

(神
)
を
像
に
お
い
て
把
捉
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ

つ
て
、
人
間
自
身
、
実
際
に
お
い
て

一
者

に
な
り
、
ま
た

一
者
に
変
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
我
々
の
自
己
は
、
絶

対
的
存
在
で
は
な
い
が
、
我

々
の
現
存
在
の
最
も
内
部
の
根
底
に
お
い

て
は
、
こ
れ
と
連
関
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
若
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

我
々
は
決
し
て
現
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
。
知
ま

た
は
我

々
の
自
己
は
、
神
的
現
存
在
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
端
的

に

一
で
あ
る
。
神
は
我

々
自
身
に
対
し
て
真
理
と
し
て
存
在
し
て
、
我

々
の
内

に
生
き
て
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
原
則
を
こ
の
方
式
で
持
た
な

い
人
は
、
自
己
の
内
に
真
実

の
自
己
を
持
た
ず
、
多
様
な
も
の
、
無
常

な
も
の
の
上
を
、
影
の
よ
う
に
流
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
神
以
外
に

真
に
実
在
す
る
も
の
は
な
い
。
自
我
の
根
拠
は
、
自
我
自
身
の
内
に
は

な
く
、
神
に
あ
る
。
自
己
は
神
の
活
動
の
目
的
で
あ
り
、
自
己
の
意
識

の
自
主
性
と
自
由
と
の
根
拠
は
神
の
内
に
あ
る
か
ら
空
虚
な
仮
象
で
は

な
い
の
で
あ
る
。
絶
対
者

(神
)
は
存
在

・
光

・
生
命

・
愛
で
あ
り
、
生

き
た
意
識
で
あ
る
。
自
己
は
現
存
在

・
神
の
像

・
図
式

・
現
象
で
あ
る
。

ま
た
神
と
は
、
神
に
帰
依
し
た
人
、
神

の
霊
感
を
受
け
た
人
が
な
す
所

の
そ
の
も
の
で
あ
る
。
神
は
雲
の
彼
方
に
い
る

の
で
は
な
く
て
、
到
る

所
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
自
己
が
神
に
帰
依
す
れ
ば
、
神
は
我

々
の

心
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
の
場
合
、
実
際
の
真
実
の
宗
教

性
は
、
単
に
観
照
的
、
静
観
的
で
な
く
、
敬
慶
な
思
念
に
沈
む
ば
か
り

で
な
く
、
活
動
的
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
宗
教
性
は
、
神
が
実

際
に
我
々
の
内
で
生
き
て
働
き
、
神

の
仕
事
を
成
就
し
つ
つ
あ
る
と
い

う
、
衷
心
か
ら
の
意
識
に
あ
る
。
神
が
我

々
の
内
で
活
動
し
て
い
な
い

場
合
、
神
と
の
合

一
の
我

々
の
意
識
は
、
錯
覚

で
あ
り
、
実
質
が
な
い
。

さ
て
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
、
人
間
が
ま
だ
自
己
自
身
何
か
或
る
も
の

で
あ
ろ
う
と
欲
求
す
る
限
り
は
、
神
は
そ
の
人
間
に
来
な
い
。
な
ぜ
な

ら
ど
の
よ
う
な
人
間
も
神
に
成
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
人
間
が
自
己
を
純
粋
に
、
完
全
に
根
底
ま

で
滅
却
す
る
と
、
神
だ

け
が
残

つ
て
お
り
、

一
切
に
お
け
る

一
切
で
あ
る
。
人
間
が
自
己
自
身

を
滅
却
す
る
時
、
人
間
は
神

の
内
に
没
入
す
る

の
で
あ
る
。

こ
の
自
己

滅
却
は
、
自
己
の
現
存
在
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
た
、
よ
り
低
い
生
に
全

く
対
立
し
た
、
よ
り
高
い
生
の
開
始
で
あ
る
。

即
ち
純
粋
で
よ
り
高
い

道
徳
性
の
立
場
の
取
得
で
あ
る
。
神

へ
の
愛
は
、
端
的
に
個
人
的
自
己

愛
を
根
絶
す
る
。
な
ぜ
な
ら
個
人
的
自
己
愛
の
滅
却
に
よ
つ
て
、
人
は
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神

へ
の
愛
に
到
達
す
る
か
ら
で
あ
る
ひ
そ
れ
に
反
し
て
、
偲
人
的
自
己

愛
の
あ

る
所
に
神

へ
の
愛
は
な
い
。
神
と
人
間
と
は
、
神
の
愛
に
お
い

て

一
で
あ
る
。
全
く
融
合

・
混
合
す
る
の
で
あ
る
。
自
己
の
よ
り
高
い

本
性
、

即
ち
自
己
の
内
の
神
的
な
も
の
に
従
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

固
有

の
意
志
、
固
有
の
選
択
、
自
己
を
誇
る
固
有
の
知
恵
を
放
棄
し
な

い
こ
と
な
の
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
が
必
然
的
に
最
高
の
不
幸
の
根
源
で

あ
る
。

結
局
、
自
己
は
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
完
全
に
イ

エ
ス
自
身
と
な
り
、
余
す
所
な
く
イ

エ
ス
の
人
格
に
変
化
す
る
こ
と
、
即
ち
我
々
が
考
え
て
い
る
の
で
は
な

く
て
、
あ
た
か
も
イ
エ
ス
自
身
が
考
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
全
く
イ

エ
ス
と
同
様
に
考
え
、
あ
た
か
も
我

々
の
代
り
に
イ
エ
ス
自
身
が
生
き

て
い
る
か
の
よ
う
に
、
全
く
イ

エ
ス
と
同
様
に
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。

イ
エ
ス
に
変
化
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
神
に
変
化
し
た
も
の
は
、
も
は
や

彼
自
身
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
神
が
彼
の
内
に
生
き
て
い
る
の

で
あ
る
。
人
が
ま
だ
自
己
を
持
つ
て
い
る
間
は
、
善
い
も
の
は
人
に
存

在
し
な

い
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。
神
は
特
有
の
形
で
人
間
に
内
在

し
て
い
る
。
自
己
の
本
性
は
、
不
変

・
無
形
態
で
あ
る
が
、
反
省
に
よ

つ
て
分
裂
し
て
多
様
な
形
態
を
と
る
の
で
あ
る
。
反
省
の
立
場
か
ら
、

自
己
を
思
惟

の
立
場
に
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
仮
象
を
脱
却
し
て
真
理

に
到
る
。

フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
、
自
己
は
即
ち
哲
学
で
あ
り
、
知
識
学

は
人
間

そ
れ
自
身
で
あ
る
と
い
う
。
自
己
を
注
視
す
る
こ
と
を
出
発
点

と
し
た

フ
ィ
ヒ
テ
は
、
究
極
点
に
お
い
て
も
、
自
己
は

一
切
に
お
い
て
、

他
者
を
見
る
の
で
は
な
く
、
真
実
に
は
、
自
己
と
自
己
の
内
に
隠
れ
て

い
る
神
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
道
元
に
お
け
る
自
己
は
、
仏
に
成
る
こ
と
が
で
き
る
。
自

己
は
本
来
仏
性
を
具
ハえ
て
い
る
。
戒
と
坐
禅
を
中
心
と
す
る
行
持
に
よ

つ
て
、
自
己
を
滅
却
す
る
な
ら
ば
、
人
は
直
ち

に
仏
を
実
証
す
る
。

フ

ィ
ヒ
テ
に
お
け
る
自
己
は
、
神
に
成
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
自

己
は
本
来
神
性
を
具
え
て
い
る
。
自
己
が
神

へ
の
沈
潜
と
集
中
に
よ
つ

て
、

一
切
の
固
有
的
意
志
と
固
有
的
目
的
を
放
棄
し
、
純
粋
に
自
己
を

滅
却
す
る
な
ら
ば
、
必
ず
神
を
見
る
。
神
に
お

い
て
自
己
自
身
を
純
粋

に
滅
却
す
る
反
省
が
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
お
け
る
学

の
立
場
な
の
で
あ
る
。

結
局
、
両
思
想
家
は
共
に
、
利
己
的
自
己
を
滅
却
す
る
こ
と
を
力
説
す

る
。
道
元
に
お
い
て
は
仏
自
身
に
、

フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
は
イ

エ
ス
自

身
に
な
り
き
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
真
実
の
、
根

源
的
、
本
来
的
自
己
が
成
就
す
る
。
両
思
想
共

に
、
生
と
学
と
は
統

一

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
無
我
性

・
敬
慶
性
を
有
し

て
い
る
。
両
者
共
に
内

面
性
を
尊
重
し
、
宗
教
に
お
け
る
実
践
行
為
を
重
視
し
た
。
道
元
は
仏

と
自
己
、

フ
ィ
ヒ
テ
は
神
と
自
己
と
の
根
源
的

一
体
性
を
主
張
し
て
い

る
。

以
上
に
論
述
し
た
外
に
も
種

々
の
類
似
性

が
見
ら
れ
る
。
し
か
し

思
惟
方
法

・
思
想
形
態
な
ど
が
異
な
る
た
め
、

差
異
性

の
大
き
い
こ
と

も
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

道

元

と

フ

ィ

ヒ
テ

の

「
自

己
」

に

つ

い
て
 
(
笠

井
)
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